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大規模小売業の増加
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研究の背景

中小小売業が大規模小売業に

淘汰される可能性



大規模情報システムの
中小小売業への適応問題

大規模小売業は大規模情報システムにより
高い競争力の確保が可能

高精度の需要予測・在庫管理

中小流通業は大規模情報システムを持てない

資金的問題

情報システムに投資する資金的余裕

費用対効果問題

設置費用の回収・利益確保が不明確

体制的問題

POSデータ・在庫情報の常時更新

に必要な人的資源の確保



解決策の方向性

大規模情報システムに依存せず
中小小売業が競争力を高めるには？

大規模小売業では満たし切れない消費者の
満足・信頼を勝ち取ることが一つの解決策

大規模小売業では対応し切れないニッチかつ
競争力を秘めた商品を新たに開拓して取り扱う

中小小売業の新規取扱商品開拓業務の支援
を情報システムによって実現



新規取扱商品検索システムの構想

提案システムの要件
担当者が手間をかけずに
需要の秘められた商品を検索できること
その際に判断材料となる情報が参照できること

同業他社の商品評価・意見etc…

検索のための基本的な商品情報をシステム内に
登録しておく必要がある

情報基盤として商品マスタデータ同期化システムを利用
食料品・日用品の商品分野のみをサポート

基本的な商品情報は同期化システムから
自動的に取得する

XMLによる商品情報の取得



商品マスタデータ同期化システムの
標準マスタ項目（一部）

標準マスタの情報項目として４６項目を規定

提案システムでもこれらの情報項目を利用するが
商品検索に利用するには項目が不足

・商品評価・意見
・画像データ
・他社での取引実績・販売状況
・商品を特徴付ける説明
・原材料・原産地etc…

不足項目をユーザ間の協同によって補填する



システム概念図
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商品情報DB
メーカ・小売業

メーカ・卸売業・商社

2.1 付加情報を入力

1 商品情報を登録

Webサーバ

3.1検索情報を入力

3.4検索結果を表示

商品情報を登録

商品マスタデータを送信

3.2 商品情報を検索

2.2 付加情報を登録

3.3 検索結果を送信

システムDP群

Webサイト

新規取扱商品検索システム

商品マスタデータ同期化システム

XMLによる
データの読み込み

同期化システムは提案システムに
商品情報を送信するだけの役割



トップページ（ログイン後）



商品情報検索画面



検索結果 （フリーワード「チップ」で検索した場合）

商品詳細情報の参照・追加情報の登録・商品評価へのジャンプが可能



マスタデータからの情報
ユーザからの情報

項目内の各リンクのクリックでそのワードに関する完全一致検索を行う

商品詳細情報画面



商品付加情報登録画面

各フォームに
追加の商品情報

を入力

カンマ区切りで
一度に大量の

原材料が登録可能



商品評価画面

商品の得点を入力

商品に関する
コメントを入力



商品マスタデータの読込画面

受信したXMLファイルを
読み込んでDBへ格納

不正なファイルの場合は
エラー処理



試作システムの評価

静岡大学生活協同組合からの評価・意見
評価できる点

現状では商品開拓専用のシステムが存在しないため、
このようなシステムがあること自体が便利

中小小売業が力を合わせて大規模小売業を
打ち負かすと言う試みは面白い

同業他社の商品評価を参照できる点

問題点・改善すべき点
サポートしている情報項目が十分ではない

JANコード、複数の画像データ、POP情報

興味のある商品を保存しておく機能が欲しい
自店での販売価格とシステムの商品価格との比較も行いたい

複数の指標に基づく商品ランキングが欲しい



結論

中小小売業が競争力を強化するためには…

大規模小売業では満たし切れない
消費者ニーズを充足させることが必要

ニッチかつ潜在的な需要を秘めた商品を新規に開拓する

新規取扱商品検索システムを提案・試作した

商品マスタデータ同期化システムより基本的な情報を取得

その他の情報はユーザ間の協同によって補完
商品評価・画像データ・原材料etc…

静岡大学生活協同組合からの評価

サポートする情報項目や機能拡張等の要望



今後の課題

サポートする情報項目の拡張

提案システムの機能拡張・強化

ユーザ個別の商品登録機能・価格比較機能の追加

ランキング機能の強化

対応する商品分野の拡大

現在は食料品・日用品の商品分野に限定

商品マスタデータ同期化システム以外から
商品情報を取得可能になるようにシステムを拡張

実証実験

実際の業務に際して、本当に効果が認められるのか



ご清聴ありがとうございました。


	中小小売業向け�新規取扱商品検索システムの提案と試作
	目次
	研究の背景
	大規模情報システムの�中小小売業への適応問題
	解決策の方向性
	新規取扱商品検索システムの構想
	試作システムの評価
	結論
	今後の課題
	ご清聴ありがとうございました。

